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研究成果の概要（和文）：　本研究は、発展途上国の貧困解消という問題に対する新たなアプローチを日系企業とNGO
との協働の視点から提起している点にある。特にここでの特色は、日系企業と現地NGOとの協働によるローカル企業の
「持続可能なビジネス生態系モデル」の開発に置かれている。
　研究成果としては、「フィリピンのインフォーマル・セクターとフォーマル・セクターの分析」、「貧困層消費市場
の構図」、「NGOのマイクロファイナンスとサリサリストアの分析」および「多国籍企業とNGOのBOP戦略の有効性と限
界」、等に関する論文として、２８年度11月出版予定の『新興国市場と貧困解消のBOP戦略』（林　倬史著、文眞堂）
に収録されている。

研究成果の概要（英文）： This research program focuses on "BOP strategies alleviating poverty by 
establishing business eco-systems based on the local value chains in newly Emerging countries". The 
research results mainly consist of "informal sector and formal sector in the Philippines", "mechanism of 
BOP consumer markets", "microfinance and local value chain strategies by local NGO", and "effectiveness 
and limitations of BOP strategies by MNCs and NGOs".
 These research results are scheduled to be published this autumn under the title of "Newly emerging 
countries and BOP strategies to alleviate poverty"by Bunshindo, Tokyo.
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１．研究開始当初の背景 
従来の BOP 研究は、日系企業のものづくり

能力を活かした形での現地企業やＮＧＯと

の協働のシステム造りに対しては必ずしも

適合的な理論とは言えなかった。 そこで、

今回のプロジェクトメンバーは、日系企業に

よるソーシャル・ビジネス型 BOP 戦略モデ

ルを、フィリピンでの事例を軸に、日系企業

と現地 NGO との協働による固有のビジネス

生態系モデルとして理論的構築を計ること

になった。 
 
２．研究の目的 

日系企業を含む内外企業が事業活動をグロ

ーバルな規模で展開する中で、新興経済圏の

市場開発と貧困解消とをどのように解決していく

のか、その理論的解明と実践的モデル化を追及

する。その中心的中身は、「現地コミュニティの

知識・知恵を踏まえた国際的ソーシャル・ビジネ

ス」型の「日系企業を軸とした独自の国際的ビジ

ネス生態系モデル」の提起を目指したものであ

る。本研究では、フィリピン最大のマイクロファイ

ナンス事業を行っている NGO 組織（CARD 

MRI）の「貧困の土地なし女性」への小口金融戦

略と Micro ビジネスの育成戦略を調査することに

よって、日系企業とフィリピン同 NGO との協働に

よる「民衆の知恵」と「科学技術的知識」との融合

によって、日系企業独自の現地の「自律的ビジ

ネス生態系」を基盤としたビジネスモデルの理論

的基盤の構築と具体的提起を目指している。 

 
３．研究の方法 
 
本研究では以下の５点に焦点を絞ってプロ
ジェクトを進めてきた。 
(1)フィリピン貧困層の実態と現地企業のサプ

ライチェーンの解明。 (2)貧困削減に果たす

フィリピンNGO(PBSPとCARD)と現地企業との

役割と協働の現状の分析。 (3) 上記 CARD

によるマイクロファイナンス事業を通した現地

零細企業とのLocal Value Chain構築の分析、 

(4) フィリピンおよびバングラデシュにおける

企業・NGO 協働の最もすぐれた貧困削減ビジ

ネスモデルの抽出とそのメカニズムの解明、そ

して(5)中小企業を含む日系企業独自の現地

NGO との協働による貧困削減モデルとしての

ビジネス生態系モデルの提示、以上の５点で

あった。そのために、フィリピンでは、現地

NGO の協力を得て、サンパブロの農村地域

におけるマイクロファイナンス活動の実態と、

顧客の農村女性に対するヒアリング、およびマ

イクロファイナンス顧客のサリサリストアを経営

する女性に対するインタビュー調査を行って

きた。 
  
４．研究成果 

 これら農村地域での実態調査を通じて、農

村家庭の所得状況と収入源、子供の教育環境、

夫の職業、および自営業の具体的中身、そし

てサリサリストアを経営する女性からは調

達品目と価格、現地産物と現地サプライヤー

を通したローカル・バリューチェーンの実態

の解明がなされた。 
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